
朝倉市の快適な生活環境の整備

朝倉市

・下水道処理人口普及率を43.0％（H31当初)から51.0％（H35末)に向上させる。

下水道処理人口普及率（％）
 =（下水道を利用できる地域の人口(人)）／（行政人口（人））

Ａ1　基幹事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H31 H32 H33 H34 H35 （百万円）

A07-001 下水道 一般 朝倉市 直接 朝倉市 汚水 新設 135

A07-002 下水道 一般 朝倉市 直接 朝倉市 汚水 新設 1,094

A07-003 下水道 一般 朝倉市 直接 朝倉市 汚水 新設 53

A07-004 下水道 一般 朝倉市 直接 朝倉市 汚水 新設 1,510

合計 2,792

B　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H31 H32 H33 H34 H35 （百万円）

合計

番号 一体的に実施することにより期待される効果 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H31 H32 H33 H34 H35 （百万円）

番号 一体的に実施することにより期待される効果 備考

交付 全体事業費

対象 （百万円）

A'07-001 下水道 朝倉市 300

A'07-002 下水道 朝倉市 35

A'07-003 下水道 朝倉市 管口カメラ調査 30

A'07-004 下水道 朝倉市 5

地域 交付 直接 全体事業費

種別 対象 間接 H31 H32 H33 H34 H35 （百万円）

Ａ'

Ｃ'

平成31年度（1年間）
平成31年度～平成35年度（5年間）

朝倉中央浄化センタ－改築

（参考様式２）社会資本総合整備計画（社会資本整備総合交付金） 平成30年11月17日

計画の名称

計画の期間 交付対象

43.00% － 51.00%

計画の目標

下水道の整備促進により、生活環境の改善や公共用水域の水質保全及び、浸水対策を図り、安全で安心して暮らせる生活環境を確保する。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値
（H31当初） （H35末）

交付対象事業

番号 事業者
事業及び
施設種別

省略
工種

要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
（延長・面積等）

市町村名

0　百万円 Ｃ 0　百万円
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
2792百万円 Ａ 2792百万円 Ｂ

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容 市町村名

備考

備考
工種

筑後川中流右岸処理区汚水幹線整備 汚水幹線　L=4,152ｍ 朝倉市

筑後川中流右岸処理区汚水枝線整備 汚水枝線　A=88.0ha 朝倉市

朝倉処理区汚水幹線整備 汚水幹線　L=842ｍ 朝倉市

その他の関連する事業

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容

計画等の名称 朝倉市の快適な生活環境の整備

事業種別
要素となる事業名
（事業箇所）

市町村名

朝倉市

朝倉市

事業種別 事業者
要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
（延長・面積等）

市町村名

備考

朝倉市

川端排水区雨水枝線整備

朝倉中央浄化センタ－耐震補強 朝倉市

朝倉処理区汚水枝線整備 汚水枝線　L=61.9ha 朝倉市

(C+C')/((A+A')+(B+B')+(C+C')） 0.0%Ａ’ 370百万円 Ｂ’ 0　百万円 Ｃ’ 0　百万円

事業実施期間（年度）
備考

市町村名
事業実施期間（年度）

備考
工種



計画の名称 1 朝倉市の快適な生活環境の整備（重点計画）

計画の期間 平成３１年度～平成３５年度　　（５年間） 交付対象 朝倉市

（参考様式３）参考図面（社会資本整備総合交付金）

筑後川中流右岸処理区

A07-002 筑後川中流右岸処理区汚水枝線整備

A07-001 筑後川中流右岸処理区汚水幹線整備

A07-002 筑後川中流右岸処理区汚水枝線整備



計画の名称 1 朝倉市の快適な生活環境の整備（重点計画）

計画の期間 平成３１年度　～　平成３５年度　（５年間） 朝倉市交付対象

（参考様式３）参考図面（社会資本整備総合交付金）

A07-004 朝倉処理区汚水枝線整備

A07-003 朝倉処理区汚水幹線整備



朝倉市の快適な生活環境の整備

朝倉市

・下水道処理人口普及率を43.0％（H31当初)から51.0％（H35末)に向上させる。

下水道処理人口普及率（％）
 =（下水道を利用できる地域の人口(人)）／（行政人口（人））

Ａ1　基幹事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H31 H32 H33 H34 H35 （百万円）

A07-001 下水道 一般 朝倉市 直接 朝倉市 汚水 新設 135

A07-002 下水道 一般 朝倉市 直接 朝倉市 汚水 新設 1,094

A07-003 下水道 一般 朝倉市 直接 朝倉市 汚水 新設 53

A07-004 下水道 一般 朝倉市 直接 朝倉市 汚水 新設 1,510

合計 2,792

B　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H31 H32 H33 H34 H35 （百万円）

合計

番号 一体的に実施することにより期待される効果 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H31 H32 H33 H34 H35 （百万円）

番号 一体的に実施することにより期待される効果 備考

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況（必要に応じて記述）

Ⅰ定量的指標に関連する交付対象事業の効果の発現状況
・下水道処理人口普及率が、31.4％から38.6％となり、5,245人が下水道を使用できるようになった。
・下水道による都市浸水対策達成率を18.1％から19.4％に増加させたことで、家屋等浸水被害の低減に繋がった。

Ⅱ定量的指標の達成状況

指標①（下水道処理人口普及率）
最終目標値 51.0%

目標値と実績値に差が出た要因
最終実績値

平成31年度（1年間）
平成31年度～平成35年度（5年間）

（参考様式２）社会資本総合整備計画（社会資本整備総合交付金）事前評価
計画の名称

計画の期間 交付対象

43.00% － 51.00%

計画の目標

下水道の整備促進により、生活環境の改善や公共用水域の水質保全及び、浸水対策を図り、安全で安心して暮らせる生活環境を確保する。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値
（H31当初） （H35末）

１．交付対象事業の進捗状況

0.0%

番号 事業者
事業及び
施設種別

省略
工種

要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
（延長・面積等）

市町村名

0　百万円 Ｃ 0　百万円
効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
全体事業費

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

2792百万円 Ａ 2792百万円 Ｂ

備考

備考
工種

筑後川中流右岸処理区汚水幹線整備 汚水幹線　L=4,152ｍ 朝倉市

筑後川中流右岸処理区汚水枝線整備 汚水枝線　A=88.0ha 朝倉市

朝倉処理区汚水幹線整備 汚水幹線　L=842ｍ 朝倉市

事業者
省略

要素となる事業名 事業内容

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容 市町村名

朝倉処理区汚水枝線整備 汚水枝線　L=61.9ha 朝倉市

市町村名
事業実施期間（年度）

備考
工種

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

番号
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